
JP 5630203 B2 2014.11.26

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１走査線と、第２走査線と、データ線と、所定電位が供給される給電線と、
　ゲートが前記第１走査線に電気的に接続され、ソース及びドレインのうち一方が前記デ
ータ線に電気的に接続された第１選択トランジスターと、
　ソース及びドレインのうち一方が前記給電線に電気的に接続され、前記第１選択トラン
ジスターを介して前記データ線から供給される画像信号に応じた電流を供給する第１駆動
トランジスターと、
　前記第１駆動トランジスターのソース及びドレインのうち他方と電気的に接続された第
１電極と、
　第２電極と、
　第３電極と、
　ゲートが前記第２走査線に電気的に接続され、ソース及びドレインのうち一方が前記デ
ータ線に電気的に接続された第２選択トランジスターと、
　ソース及びドレインのうち一方が前記給電線に電気的に接続され、前記第２選択トラン
ジスターを介して前記データ線から供給される画像信号に応じた電流を供給する第２駆動
トランジスターと、
　前記第２駆動トランジスターのソース及びドレインのうち他方と電気的に接続された第
４電極と、
　第５電極と、
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　前記第２電極及び前記第３電極と前記第１電極との間、並びに、前記第３電極及び前記
第５電極と前記第４電極との間に設けられた発光層と、
　前記発光層に発光閾値電圧以上の電圧を印加させるための第１電位と、前記発光層に前
記発光閾値電圧未満の電圧を印加させるための第２電位とのうちいずれか一方を、前記第
２電極、前記第３電極、及び、前記第５電極に供給する電位制御回路と、
　を備え、
　前記電位制御回路は、
　第１期間において、
　前記第２電極に前記第１電位を供給することで、前記第１電極、前記第２電極、及び、
前記第１電極と前記第２電極との間に設けられた発光層を含む第１発光素子を発光させ、
　前記第３電極に前記第２電位を供給し、
　前記第１期間とは重複しない第２期間において、
　前記第３電極に前記第１電位を供給することで、前記第１電極、前記第３電極、及び、
前記第１電極と前記第３電極との間に設けられた発光層を含む第２発光素子を発光させる
とともに、前記第４電極、前記第３電極、及び、前記第４電極と前記第３電極との間に設
けられた発光層を含む第３発光素子を発光させ、
　前記第２電極及び前記第５電極に前記第２電位を供給し、
　前記第２期間とは重複しない第３期間において、
　前記第５電極に前記第１電位を供給することで、前記第４電極、前記第５電極、及び、
前記第４電極と前記第５電極との間に設けられた発光層を含む第４発光素子を発光させ、
　前記第３電極に前記第２電位を供給する、
　ことを特徴とする電気光学装置。
【請求項２】
　前記第１走査線及び前記第２走査線を排他的なタイミングで選択する走査線駆動回路と
、
　前記走査線駆動回路による選択と同期して、前記データ線に前記画像信号を供給するデ
ータ線駆動回路と、
　を備え、
　前記第２期間は、
　前記走査線駆動回路が前記第１走査線を選択する期間であって、前記データ線駆動回路
が前記第２発光素子の輝度を指定する画像信号を前記データ線に供給する第１選択期間の
少なくとも一部と、
　前記走査線駆動回路が前記第２走査線を選択する期間であって、前記データ線駆動回路
が前記第３発光素子の輝度を指定する画像信号を前記データ線に供給する第２選択期間の
少なくとも一部と、
　を含む、
　ことを特徴とする請求項１に記載の電気光学装置。
【請求項３】
　前記第２電極、前記第３電極、及び前記第５電極は、前記第１走査線及び前記第２走査
線が延在する方向に延在することを特徴とする請求項１または２に記載の電気光学装置。
【請求項４】
　前記第１乃至第３期間とは異なる第４期間において、
　前記第２電極、前記第３電極、及び、前記第５電極に前記第１電位を供給することで、
前記第１発光素子、前記第２発光素子、前記第３発光素子、及び前記第４発光素子を発光
させる、
　ことを特徴とする請求項１乃至３のうち何れか１項に記載の電気光学装置。
【請求項５】
　遮光部と、
　前記第１発光素子より照射された光のうち少なくとも一部及び前記第２発光素子より照
射された光のうち少なくとも一部が通過する位置に設けられた第１開口部と、
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　前記第３発光素子より照射された光のうち少なくとも一部及び前記第４発光素子より照
射された光のうち少なくとも一部が通過する位置に設けられた第２開口部と、
　を有する視差バリアをさらに備え、
　前記第１開口部は、
　前記第１発光素子より照射された光を第１の領域に導き、
　前記第２発光素子より照射された光を第２の領域に導き、
　前記第２開口部は、
　前記第３発光素子より照射された光を前記第１の領域に導き、
　前記第４発光素子より照射された光を前記第２の領域に導く、
　ことを特徴とする請求項１乃至４のうちいずれか１項に記載の電気光学装置。
【請求項６】
　前記第１発光素子より照射された光のうち少なくとも一部及び前記第２発光素子より照
射された光のうち少なくとも一部が透過する位置に設けられた第１レンズと、
　前記第３発光素子より照射された光のうち少なくとも一部及び前記第４発光素子より照
射された光のうち少なくとも一部が透過する位置に設けられた第２レンズと、
　を有するレンチキュラーレンズをさらに備え、
　前記第１レンズは、
　前記第１発光素子より照射された光を第１の領域に導き、
　前記第２発光素子より照射された光を第２の領域に導き、
　前記第２レンズは、
　前記第３発光素子より照射された光を前記第１の領域に導き、
　前記第４発光素子より照射された光を前記第２の領域に導く、
　ことを特徴とする請求項１乃至４のうちいずれか１項に記載の電気光学装置。
【請求項７】
　請求項１乃至６のうちいずれか１項に記載の電気光学装置を備えることを特徴とする電
子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機ＥＬ（Electroluminescence）素子などの発光素子を備える電気光学装
置、およびこれを備える電子機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、２画面表示機能を有するカーナビゲーションシステムや３Ｄテレビ等の普及に伴
い、左右で異なる２つの画像を表示する２画面表示装置あるいは、右目用画像と左目用画
像と同時に出力して３Ｄ表示を行う３Ｄディスプレイのニーズが高まりつつある。
　また、自発光素子である有機ＥＬ素子（以下、「ＯＬＥＤ素子」と称する）を２画面表
示装置に適用することで装置の小型化を図り、ＨＭＤ（Head Mounted Display）等に適用
するというニーズも存在する。
【０００３】
　一般的に、２画面表示装置は、右側用の画像を表示するための画素と、左側用の画像を
表示するための画素とを交互に配列し、画素と観察者との間にレンチキュラーレンズや視
差バリア等の画素に対応する光学装置により左右の画像を光学的に分離することで、左右
で異なる画像の表示を実現している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００６－２５９１９２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００５】
　このような２画面表示装置においては、左側用の画像と右側用の画像を同時に表示する
ため、通常の１画面表示装置に比べて２倍の画素数を要する。
　通常の１画面表示装置に比べて表示の精細度を落とさずに２画面表示を実現させるため
には、倍の密度で画素を配置する必要があり、製造工程の複雑化による製品価格の上昇や
、歩留まり低下等の問題が発生することになる。
　そこで、本発明は、上述した事情を考慮して、簡易な構成で高精細度の２画面表示装置
を提供することを解決課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上述した課題を解決するため、本発明に係る電気光学装置は、第１走査線と、第２走査
線と、データ線と、所定電位が供給される給電線と、ゲートが前記第１走査線に電気的に
接続され、ソース及びドレインのうち一方が前記データ線に電気的に接続された第１選択
トランジスターと、ソース及びドレインのうち一方が前記給電線に電気的に接続され、前
記第１選択トランジスターを介して前記データ線から供給される画像信号に応じた電流を
供給する第１駆動トランジスターと、前記第１駆動トランジスターのソース及びドレイン
のうち他方と電気的に接続された第１電極と、第２電極と、第３電極と、ゲートが前記第
２走査線に電気的に接続され、ソース及びドレインのうち一方が前記データ線に電気的に
接続された第２選択トランジスターと、ソース及びドレインのうち一方が前記給電線に電
気的に接続され、前記第２選択トランジスターを介して前記データ線から供給される画像
信号に応じた電流を供給する第２駆動トランジスターと、前記第２駆動トランジスターの
ソース及びドレインのうち他方と電気的に接続された第４電極と、第５電極と、前記第２
電極及び前記第３電極と前記第１電極との間、並びに、前記第３電極及び前記第５電極と
前記第４電極との間に設けられた発光層と、前記発光層に発光閾値電圧以上の電圧を印加
させるための第１電位と、前記発光層に前記発光閾値電圧未満の電圧を印加させるための
第２電位とのうちいずれか一方を、前記第２電極、前記第３電極、及び、前記第５電極に
供給する電位制御回路と、を備え、前記電位制御回路は、第１期間において、前記第２電
極に前記第１電位を供給することで、前記第１電極、前記第２電極、及び、前記第１電極
と前記第２電極との間に設けられた発光層を含む第１発光素子を発光させ、前記第３電極
に前記第２電位を供給し、前記第１期間とは重複しない第２期間において、前記第３電極
に前記第１電位を供給することで、前記第１電極、前記第３電極、及び、前記第１電極と
前記第３電極との間に設けられた発光層を含む第２発光素子を発光させるとともに、前記
第４電極、前記第３電極、及び、前記第４電極と前記第３電極との間に設けられた発光層
を含む第３発光素子を発光させ、前記第２電極及び前記第５電極に前記第２電位を供給し
、前記第２期間とは重複しない第３期間において、前記第５電極に前記第１電位を供給す
ることで、前記第４電極、前記第５電極、及び、前記第４電極と前記第５電極との間に設
けられた発光層を含む第４発光素子を発光させ、前記第３電極に前記第２電位を供給する
、ことを特徴とする。
【０００７】
　この発明に係る電気光学装置は、画素回路に備えられた２つの発光素子が、それぞれ個
別に発光するものであり、２画面表示装置や３Ｄ表示装置に適用することが可能である。
　また、この電気光学装置によれば、１つの画素回路に２つの発光素子を備えるため、１
つの画素回路が１つの発光素子を備える従来の画素回路に比べて、各発光素子に対するト
ランジスターの個数や、容量素子の個数を半分にすることができる。従って、この電気光
学装置によれば、１つの画素回路に１つの発光素子を備える従来の表示装置に比べて、よ
り高精細な表示が可能であり、２画面表示装置や３Ｄ表示装置にも適した表示装置である
という利点を有する。
【０００８】
　また、上述した電気光学装置は、前記第１走査線及び前記第２走査線を排他的なタイミ
ングで選択する走査線駆動回路と、前記走査線駆動回路による選択と同期して、前記デー



(5) JP 5630203 B2 2014.11.26

10

20

30

40

50

タ線に前記画像信号を供給するデータ線駆動回路と、を備え、前記第２期間は、前記走査
線駆動回路が前記第１走査線を選択する期間であって、前記データ線駆動回路が前記第２
発光素子の輝度を指定する画像信号を前記データ線に供給する第１選択期間の少なくとも
一部と、前記走査線駆動回路が前記第２走査線を選択する期間であって、前記データ線駆
動回路が前記第３発光素子の輝度を指定する画像信号を前記データ線に供給する第２選択
期間の少なくとも一部と、を含む、ことを特徴としてもよい。
【００１０】
　また、上述した電気光学装置は、前記第２電極、前記第３電極、及び前記第５電極は、
前記第１走査線及び前記第２走査線が延在する方向に延在することを特徴としてもよい。
【００１２】
　また、上述した電気光学装置は、前記第１乃至第３期間とは異なる第４期間において、
前記第２電極、前記第３電極、及び、前記第５電極に前記第１電位を供給することで、前
記第１発光素子、前記第２発光素子、前記第３発光素子、及び前記第４発光素子を発光さ
せる、ことを特徴としてもよい。
【００１３】
　この電気光学装置によれば、各画素回路内の２つの発光素子を同時に発光させ、１つの
画像を表示させることができる。また、この電気光学装置によれば、１画面表示および２
画面表示の表示モードの切り替えを、電位制御回路の制御により、簡易に行うことができ
るという利点を有する。
【００２２】
　また、上述した電気光学装置は、遮光部と、前記第１発光素子より照射された光のうち
少なくとも一部及び前記第２発光素子より照射された光のうち少なくとも一部が通過する
位置に設けられた第１開口部と、前記第３発光素子より照射された光のうち少なくとも一
部及び前記第４発光素子より照射された光のうち少なくとも一部が通過する位置に設けら
れた第２開口部と、を有する視差バリアをさらに備え、前記第１開口部は、前記第１発光
素子より照射された光を第１の領域に導き、前記第２発光素子より照射された光を第２の
領域に導き、前記第２開口部は、前記第３発光素子より照射された光を前記第１の領域に
導き、前記第４発光素子より照射された光を前記第２の領域に導く、ことを特徴としても
よい。
【００２３】
　この電気光学装置によれば、開口部の位置および大きさを、第１の領域および第２の領
域が、それぞれ観察者の右目および左目に位置するように設定することで、観察者の観察
者は右目と左目で異なる画像を観察することが可能となり、例えば、３Ｄ表示装置が実現
される。
　また、この電気光学装置によれば、開口部の位置および大きさを、第１の領域および第
２の領域が、異なる二人の観察者のそれぞれの位置に合致するように設定することで、電
気光学装置の両側に位置する２名の観察者に対してそれぞれ異なる画像を表示可能な２画
面表示装置を実現することができる。
【００２４】
　また、上述した電気光学装置は、前記第１発光素子より照射された光のうち少なくとも
一部及び前記第２発光素子より照射された光のうち少なくとも一部が透過する位置に設け
られた第１レンズと、前記第３発光素子より照射された光のうち少なくとも一部及び前記
第４発光素子より照射された光のうち少なくとも一部が透過する位置に設けられた第２レ
ンズと、を有するレンチキュラーレンズをさらに備え、前記第１レンズは、前記第１発光
素子より照射された光を第１の領域に導き、前記第２発光素子より照射された光を第２の
領域に導き、前記第２レンズは、前記第３発光素子より照射された光を前記第１の領域に
導き、前記第４発光素子より照射された光を前記第２の領域に導く、ことを特徴としても
よい。
【００２５】
　この電気光学装置によれば、レンズの位置および大きさを、第１の領域および第２の領
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域が、それぞれ観察者の右目および左目に位置するように設定することで、観察者の観察
者は右目と左目で異なる画像を観察することが可能となり、例えば、３Ｄ表示装置が実現
される。
　また、この電気光学装置によれば、レンズの位置および大きさを、第１の領域および第
２の領域が、異なる二人の観察者のそれぞれの位置に合致するように設定することで、電
気光学装置の両側に位置する２名の観察者に対してそれぞれ異なる画像を表示可能な２画
面表示装置を実現することができる。
【００２６】
　また、本発明に係る電子機器は、上記のうちいずれかの電気光学装置を備えることを特
徴とする。
【００２７】
　このような電子機器として、カーナビゲーション装置、およびＨＭＤなどの２画面表示
装置や、パーソナルコンピュータ、および携帯電話などの１画面表示装置が該当する。
　この電子機器によれば、２画面表示を行う場合にも、それぞれ異なる電気光学装置で表
示するのではなく、１つの電気光学装置により表示するため、装置の小型化および軽量化
が可能になるという利点を有する。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】本発明の実施形態に係る表示装置を示すブロック図である。
【図２】画素回路を示す回路図である。
【図３】表示装置の動作を示すタイミングチャートである。
【図４】表示装置の動作を示すタイミングチャートである。
【図５】画素回路の各期間における状態を示す図である。
【図６】表示装置の陰極の配置を示すブロック図である。
【図７】表示装置の構造を示す断面図である。
【図８】表示装置の発光パターンを示す図である。
【図９】表示装置に視差バリアまたはレンチキュラーレンズを適用した場合の、表示装置
の断面図である。
【図１０】本発明の第２実施形態に係る表示装置の陰極の配置を示すブロック図である。
【図１１】本発明の第２実施形態に係る表示装置の構造を示す断面図である。
【図１２】本発明の第２実施形態に係る表示装置の動作を示すタイミングチャートである
。
【図１３】本発明の第２実施形態に係る表示装置の発光パターンを示す図である。
【図１４】本発明の変形例１に係る画素回路を示す回路図である。
【図１５】本発明の変形例３に係る表示装置の陰極の配置を示すブロック図である。
【図１６】ＨＭＤ（Head Mounted Display）の斜視図である。
【図１７】電子機器（パーソナルコンピュータ）の斜視図である。
【図１８】電子機器（携帯電話機）の斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
＜Ａ：第１実施形態＞
　以下、添付の図面を参照しながら本発明に係る様々な実施の形態を説明する。図面にお
いては、各部の寸法の比率は実際のものとは適宜に異ならせてある。
【００３０】
　図１は、本発明の第１実施形態に係る表示装置１のブロック図である。
　表示装置１は、複数の画素回路２０が配列された表示領域１０と、各画素回路２０を駆
動する駆動回路３０とを備える。駆動回路３０は、例えば複数の集積回路に分散して実装
される。ただし、駆動回路３０の少なくとも一部は、画素回路２０とともに基板上に形成
された薄膜トランジスタで構成されてもよい。
【００３１】
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　表示領域１０には、Ｘ方向に延在するＭ本の走査線１２と、Ｘ方向に延在するＭ本の第
１電源線１６ａおよびＭ本の第２電源線１６ｂと、Ｘ方向に交差するＹ方向に延在するＮ
本のデータ線１４とが形成される（Ｍ、Ｎは１以上の自然数）。なお、Ｍ本の走査線１２
とＭ本の第１電源線１６ａとは１対１に対応しており、Ｍ本の走査線１２とＭ本の第２電
源線１６ｂとは１対１に対応している。
　複数の画素回路２０は、各走査線１２と各データ線１４との交差に対応して、縦Ｍ行×
横Ｎ列の行列状に配列される。
【００３２】
　駆動回路３０は、走査線駆動回路３１、データ線駆動回路３２、電位制御回路３３、及
び制御回路３４を備える。
　走査線駆動回路３１は、複数の画素回路２０を行単位で順次選択するための手段であり
、複数の画素回路２０を行単位で順次に選択するための選択信号Ｇ［ｉ］（ｉは１≦ｉ≦
Ｍを満たす整数）を生成して、各走査線１２へ出力する。
　データ線駆動回路３２は、ｊは１≦ｊ≦Ｎを満たす整数としたとき、ｊ列目のデータ線
１４に、各画素回路２０の発光素子が発光すべき階調（以下、「指定階調」という）に応
じた画像信号ＶＤ［ｊ］を出力する。なお、ｊ列の画素回路２０は、第１行から第Ｍ行ま
でのＭ個の回路がある。このため、以下の説明では、ｊ列目のデータ線１４に供給する信
号は画像信号ＶＤ［ｊ］と記載し、ｉ行ｊ列の画素回路２０に供給すべき信号は画像信号
ＶＤ［ｉ，ｊ］と記載する。
　電位制御回路３３は、第１電源電位Ｖｃｔ１［ｉ］（ｉは１≦ｉ≦Ｍを満たす整数）を
生成し各第１電源線１６ａに出力するとともに、第２電源電位Ｖｃｔ２［ｉ］（ｉは１≦
ｉ≦Ｍを満たす整数）を生成し各第２電源線１６ｂへ出力する。
　制御回路３４は、走査線駆動回路３１、データ線駆動回路３２、及び電位制御回路３３
にクロック信号やスタートパルスなどの各種制御信号を供給すると共に、外部から供給さ
れる入力画像信号（図示略）にガンマ補正などの処理を施してデータ線駆動回路３２に供
給する。
【００３３】
　図２は、画素回路２０の回路図である。図２においては、第ｉ行の第ｊ列に位置する画
素回路２０が代表的に図示されている。画素回路２０は、選択トランジスタＴｒ１、駆動
トランジスタＴｒ２、第１発光素子Ｅ１、第２発光素子Ｅ２、および容量Ｃ１を備える。
　選択トランジスタＴｒ１のゲートは、ｉ行目の走査線１２に接続される。選択トランジ
スタＴｒ１のソースおよびドレインのうち一方はｊ列目のデータ線１４に接続され、選択
トランジスタＴｒ１のソースおよびドレインのうち他方は第１ノードＮＤに接続される。
第１実施形態において選択トランジスタＴｒ１はｎチャネルで構成される。ｉ行目の走査
線１２に供給される選択信号Ｇ［ｉ］がハイレベルになると、選択トランジスタＴｒ１は
オン状態となり、データ線１４および第１ノードＮＤが電気的に接続される。一方、選択
信号Ｇ[ｉ]がローレベルの期間では、選択トランジスタＴｒ１はオフ状態となり、データ
線１４と第１ノードＮＤは非導通となる。
　容量Ｃ１の一方の電極は第１ノードＮＤに電気的に接続され、他方の電極は第３電源線
１３に電気的に接続される。第３電源線１３には、第３電位ＶＥＬが供給される。
　駆動トランジスタＴｒ２は電流供給手段の一例であり、第１発光素子Ｅ１及び第２発光
素子Ｅ２に電流を供給することで当該発光素子を発光させる役割を担うものである。
【００３４】
　第１発光素子Ｅ１および第２発光素子Ｅ２は、相対向する陽極と陰極との間に有機ＥＬ
（Electroluminescence）材料の発光層を設けた有機ＥＬ素子である。
　第１発光素子Ｅ１は、共通電極２２を陽極（画素電極）とし、第１対向電極２４ａを陰
極として構成される。第２発光素子Ｅ２は、共通電極２２を陽極（画素電極）とし、第２
対向電極２４ｂを陰極として構成される。すなわち、共通電極２２は、第１発光素子Ｅ１
および第２発光素子Ｅ２の共通の陽極として機能する。
　第１発光素子Ｅ１および第２発光素子Ｅ２は、陽極と陰極との間に発光閾値電圧Ｖｔｈ
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以上の電圧が印加されると、発光層に陽極から陰極への向きに電流が流れる。発光層はこ
の電流の大きさに応じた輝度で発光する。
　なお、第１実施形態においては、共通電極２２を陽極とし、第１対向電極２４ａおよび
第２対向電極２４ｂを陰極としているが、本発明はこのような形態に限定されず、共通電
極２２を陰極とし、第１対向電極２４ａおよび第２対向電極２４ｂを陽極として構成して
も良い。
【００３５】
　第１対向電極２４ａは、第１電源線１６ａを介して電位制御回路３３に電気的に接続す
る。第２対向電極２４ｂは、第２電源線１６ｂを介して電位制御回路３３に電気的に接続
する。電位制御回路３３は、第１電源線１６ａおよび第２電源線１６ｂを介して、第１対
向電極２４ａおよび第２対向電極２４ｂに対して、第１電位ＶＬまたは第２電位ＶＨのう
ちいずれかの電位を印加する。
　電位制御回路３３は、第１電源電位Ｖｃｔ１［ｉ］を第１電源線１６ａを介して第１対
向電極２４ａに供給し、第２電源電位Ｖｃｔ２［ｉ］を第２電源線１６ｂを介して第２対
向電極２４ｂに供給する。第１電源電位Ｖｃｔ１［ｉ］および第２電源電位Ｖｃｔ２［ｉ
］の各々は、第１電位ＶＬまたは第２電位ＶＨのうちいずれかの電位となる。
　第１電位ＶＬは、第３電位ＶＥＬよりも低い電位である。第２電位ＶＨは、第１電位Ｖ
Ｌよりも高い電位であり、かつ、第３電位ＶＥＬよりも低い電位である。
　第１電源電位Ｖｃｔ１［ｉ］として第１電位ＶＬが印加された場合、第１発光素子Ｅ１
の陰極と陽極との間には、発光閾値電圧Ｖｔｈ以上の電圧が印加され、第１発光素子Ｅ１
は発光可能となる。一方、第１電源電位Ｖｃｔ１［ｉ］として第２電位ＶＨが印加された
場合、第１発光素子Ｅ１の陰極と陽極との間には、発光閾値電圧Ｖｔｈ未満の電圧が印加
され、第１発光素子Ｅ１は発光不能となる。
　第２電源電位Ｖｃｔ２［ｉ］として第１電位ＶＬが印加された場合、第２発光素子Ｅ２
の陰極と陽極との間には、発光閾値電圧Ｖｔｈ以上の電圧が印加され、第２発光素子Ｅ２
は発光可能となる。一方、第２電源電位Ｖｃｔ２［ｉ］として第２電位ＶＨが印加された
場合、第２発光素子Ｅ２の陰極と陽極との間には、発光閾値電圧Ｖｔｈ未満の電圧が印加
され、第２発光素子Ｅ２は発光不能となる。
【００３６】
　図３は、表示装置１の動作を説明するためのタイミングチャートである。
　選択信号Ｇ［ｉ］は、１垂直走査期間に相当する周期を有するパルス信号であり、ｉ行
目の走査線１２に供給される。選択信号Ｇ［ｉ］のパルス幅、つまり選択信号Ｇ［ｉ］が
ハイレベルである期間は、１水平走査期間に相当する。選択信号Ｇ［ｉ］は選択信号Ｇ［
ｉ－１］より１水平走査期間の期間だけおくれてハイレベルに立ち上がる。この選択信号
Ｇ［１］～Ｇ［Ｍ］により、Ｍ本の走査線１２は、１水平走査期間毎に順次排他的に選択
される。
　選択信号Ｇ［ｉ］がハイレベルである期間、すなわち、第ｉ行の走査線１２が選択され
ている期間において、データ線駆動回路３２から、第ｉ行に属するＮ個の画素回路２０に
、画素回路２０の階調を規定する画像信号ＶＤ［ｉ、１］～ＶＤ［ｉ、Ｎ］が供給される
。
　画像信号ＶＤ［ｉ、ｊ］は、画素回路２０のうち、第１発光素子Ｅ１の階調を規定する
第１画像信号ＶＤ１［ｉ、ｊ］、および画素回路２０のうち、第２発光素子Ｅ２の階調を
規定する第２画像信号ＶＤ２［ｉ、ｊ］より構成される。各画素回路２０には、第１画像
信号ＶＤ１［ｉ、ｊ］および第２画像信号ＶＤ２［ｉ、ｊ］が、選択信号Ｇ［ｉ］がハイ
レベルになる期間において、それぞれ交互に供給される。
【００３７】
　第１発光期間ＴＬ１は、選択信号Ｇ［ｉ］がハイレベルに立ち上がるタイミングから始
まる１垂直走査期間に相当する期間であり、走査線１２毎に順次開始される。第２発光期
間ＴＬ２は、第１発光期間ＴＬ１の終了と同時に、選択信号Ｇ［ｉ］がハイレベルに立ち
上がるタイミングから始まる１垂直走査期間に相当する期間であり、走査線１２毎に順次
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開始される。すなわち、第１発光期間ＴＬ１および第２発光期間ＴＬ２は、走査線１２毎
に規定される期間であり、１垂直走査期間毎に交互に設けられる。
【００３８】
　第１電源電位Ｖｃｔ１［ｉ］は、第１発光期間ＴＬ１において第１電位ＶＬに設定され
、それ以外の期間、すなわち、第２発光期間ＴＬ２において第２電位ＶＨに設定される。
　第２電源電位Ｖｃｔ２［ｉ］は、第２発光期間ＴＬ２において第１電位ＶＬに設定され
、それ以外の期間、すなわち、第１発光期間ＴＬ１において第２電位ＶＨに設定される。
　上述したように第１発光素子Ｅ１および第２発光素子Ｅ２は、それらの陰極に第１電位
ＶＬが供給されると発光可能となり、第２電位ＶＨが供給されると発光不能となる。した
がって、各画素回路２０において、第１発光期間ＴＬ１では第１画像信号ＶＤ１［ｉ、ｊ
］に基づいて第１発光素子Ｅ１が発光可能となり、第２発光期間ＴＬ２では第２画像信号
ＶＤ２［ｉ、ｊ］に基づいて第２発光素子Ｅ２が発光可能となり、これらが１垂直走査期
間周期で交互に繰り返される。
【００３９】
　なお、図３では、第１発光期間ＴＬ１および第２発光期間ＴＬ２は、選択信号Ｇ［ｉ］
がハイレベルに立ち上がるのと同時に開始され、選択信号Ｇ［ｉ］がローレベルに立ち下
がるのと同時に終了しているが、本発明はこのような形態に限定されるものではない。
　例えば、図４に示す通り、第１発光期間ＴＬ１および第２発光期間ＴＬ２は、選択信号
Ｇ［ｉ］がハイレベルに立ち上がるタイミングよりも期間Ｔａだけ遅れて開始され、選択
信号Ｇ［ｉ］がローレベルに立ち下がるタイミングよりも期間Ｔｂだけ早く開始されるよ
うに設定しても良い。この場合は、第１発光期間ＴＬ１と第２発光期間ＴＬ２との間にマ
ージンを設けることができるので、第１発光素子Ｅ１と第２発光素子Ｅ２とが同時に発光
するのを防止できる。
【００４０】
　図５を参照して、第ｉ行第ｊ列の画素回路２０の動作を説明する。図５（ａ）は、第１
発光期間ＴＬ１の中で、選択信号Ｇ［ｉ］がハイレベルである期間における、画素回路２
０の動作を示す図である。
　図５（ａ）の期間においては、選択信号Ｇ［ｉ］がハイレベルとなるため、選択トラン
ジスタＴｒ１はオン状態となり、データ線１４と第１ノードＮＤとが電気的に接続される
。データ線１４からは、第１画像信号ＶＤ１［ｉ，ｊ］が第１ノードＮＤを介して、駆動
トランジスタＴｒ２のゲートおよび容量Ｃ１に対して供給される。容量Ｃ１には、第１画
像信号ＶＤ１［ｉ、ｊ］に対応する電荷Ｑ１が蓄積される。
　また、第１電源電位Ｖｃｔ１［ｉ］は第１電位ＶＬに設定され、第１発光素子Ｅ１の両
極間の電圧は発光閾値電圧Ｖｔｈよりも大きな値となる。従って、第１発光素子Ｅ１には
、駆動トランジスタＴｒ２のゲートに印加された第１画像信号ＶＤ１［ｉ、ｊ］に基づく
大きさの電流Ｉ１が流れ、第１発光素子Ｅ１は第１画像信号ＶＤ１［ｉ、ｊ］により規定
される輝度で発光する。一方、第２電源電位Ｖｃｔ２［ｉ］は第２電位ＶＨに設定され、
第２発光素子Ｅ２の両極間の電圧は発光閾値電圧Ｖｔｈ未満の値となる。従って、第２発
光素子Ｅ２は発光しない。
【００４１】
　図５（ｂ）は、図５（ａ）の期間に後続する期間、すなわち、第１発光期間ＴＬ１の中
で、選択信号Ｇ［ｉ］がローレベルに立ち下がった後の期間における、画素回路２０の動
作を示す図である。
　図５（ｂ）の期間においては、選択信号Ｇ［ｉ］がローレベルであるため、選択トラン
ジスタＴｒ１はオフ状態となり、データ線１４と第１ノードＮＤとが非導通となる。しか
し、容量Ｃ１には図５（ａ）の期間において蓄積された電荷Ｑ１が保持されている。これ
により、駆動トランジスタＴｒ２は、ゲート電位に応じた電流Ｉ１を出力する。また、第
１電源電位Ｖｃｔ１［ｉ］は第１電位ＶＬに設定され、第２電源電位Ｖｃｔ２［ｉ］は第
２電位ＶＨに設定される。従って、第１発光素子Ｅ１は、第１画像信号ＶＤ１［ｉ、ｊ］
に基づく大きさの電流Ｉ１により、第１画像信号ＶＤ１［ｉ、ｊ］により規定される輝度
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で発光するが、第２発光素子Ｅ２は発光しない。
【００４２】
　図５（ｃ）は、図５（ｂ）の期間に後続する期間、すなわち、第２発光期間ＴＬ２の中
で、選択信号Ｇ［ｉ］がハイレベルである期間における、画素回路２０の動作を示す図で
ある。
　図５（ｃ）の期間においては、選択信号Ｇ［ｉ］がハイレベルとなるため、選択トラン
ジスタＴｒ１はオン状態となり、データ線１４からは、第２画像信号ＶＤ２［ｉ，ｊ］が
第１ノードＮＤを介して、駆動トランジスタＴｒ２のゲートおよび容量Ｃ１に供給される
。容量Ｃ１には第２画像信号ＶＤ２［ｉ、ｊ］に対応する電荷Ｑ２が蓄積される。また、
第１電源電位Ｖｃｔ１［ｉ］は第２電位ＶＨに設定され、第２電源電位Ｖｃｔ２［ｉ］は
第１電位ＶＬに設定される。従って、第２発光素子Ｅ２は、第２画像信号ＶＤ２［ｉ、ｊ
］に基づく大きさの電流Ｉ２により、第２画像信号ＶＤ２［ｉ、ｊ］により規定される輝
度で発光するが、第１発光素子Ｅ１は発光しない。
【００４３】
　図６および図７を用いて、各画素回路２０の共通電極２２、第１発光素子Ｅ１、および
第２発光素子Ｅ２に対する、第１対向電極２４ａおよび第２対向電極２４ｂの配置の一例
を説明する。図６は、各画素回路２０に対する第１対向電極２４ａおよび第２対向電極２
４ｂの配置を示したブロック図である。
　図６に示すとおり、各画素回路２０には、Ｙ軸と平行な長辺とＸ軸に平行な短辺とから
なる長方形の形状を有する発光層２３が形成される。
　第１対向電極２４ａは、Ｘ軸と平行な長辺とＹ軸に平行な短辺とからなる長方形の形状
を有し、各走査線１２に接続するＮ個の画素回路２０にそれぞれ備えられたＮ個の第１発
光素子Ｅ１に共通するように設けられている。そして、第１対向電極２４ａは、Ｍ本の走
査線１２に対応してＭ個形成される。同様に、第２対向電極２４ｂは、第１対向電極２４
ａと同様、Ｘ軸と平行な長辺とＹ軸に平行な短辺とからなる長方形の形状を有し、各走査
線１２に接続するＮ個の画素回路２０にそれぞれ備えられたＮ個の第２発光素子Ｅ２に共
通するように設けられている。そして、第２対向電極２４ｂは、Ｍ本の走査線１２に対応
してＭ個形成される。すなわち、１対の第１対向電極２４ａおよび第２対向電極２４ｂは
、各走査線１２に接続されるＮ個の画素回路２０の発光層２３と重なるように、互いに一
定の距離をあけて配置される。
　Ｍ個の第１対向電極２４ａは、Ｍ本の第１電源線１６ａにより、それぞれ電位制御回路
３３に接続され、Ｍ個の第２対向電極２４ｂは、Ｍ本の第２電源線１６ｂにより、それぞ
れ電位制御回路３３に接続される。
【００４４】
　図７（ａ）は、図６に示された表示領域１０をＺ～Ｚ´で切断した断面図である。
　図７（ａ）に示すとおり、基板１９上には、各画素回路２０と１対１に対応して共通電
極２２が形成され、基板１９および共通電極２２の上に発光層２３が形成される。発光層
２３上には、各共通電極２２に対応する位置に、第１対向電極２４ａおよび第２対向電極
２４ｂが一定の間隔を隔てて形成される。ここで、第１発光素子Ｅ１は、発光層２３のう
ち第１対向電極２４ａおよび共通電極２２の間に位置する第１発光部２３ａと、第１対向
電極２４ａと、共通電極２２のうち第１発光部２３ａに接する部分とから形成される。同
様に、第２発光素子Ｅ２は、発光層２３のうち第２対向電極２４ｂおよび共通電極２２の
間に位置する第２発光部２３ｂと、第２対向電極２４ｂと、共通電極２２のうち第２発光
部２３ｂに接する部分とから形成される。すなわち、各画素回路２０において、第１発光
素子Ｅ１および第２発光素子Ｅ２は、Ｙ軸に沿った方向に並ぶように配置される。
　図示は省略するが、基板１９上には、走査線１２、データ線１４、および第３電源線１
３が形成される。
【００４５】
　なお、図６および図７（ａ）においては、発光層２３は各画素回路２０と１対１となる
ように形成されているが、本発明はこのような形態に限定されるものではない。
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　すなわち、図７（ｂ）に示すとおり、発光層２３が複数の画素回路２０に共通に形成さ
れても良い。この場合には発光層２３を画素回路２０毎に区分けして形成する必要が無い
ため、製造工程の簡素化が可能となる。
　また、逆に、発光層２３を、第１発光素子Ｅ１および第２発光素子Ｅ２の間で区分けし
て形成しても良い。この場合には、第１発光素子Ｅ１および第２発光素子Ｅ２の間に隔壁
等が形成される。第１発光素子Ｅ１および第２発光素子Ｅ２を区分けして形成する場合、
隣り合う発光層相互間での光の漏れ等を低減することが可能となり、より鮮明な画像の表
示が可能となる。
【００４６】
　図８は、表示領域１０の発光パターンを表した図である。
　表示領域１０は、奇数フレームでは、各行の画素回路２０の第１発光素子Ｅ１が第１画
像信号ＶＤ１［ｉ、ｊ］に基づいて１水平期間毎に順次発光し、偶数フレームでは、各行
の画素回路２０の第２発光素子Ｅ２が第２画像信号ＶＤ２［ｉ、ｊ］に基づいて１水平期
間毎に順次発光する。
　なお、図８（ａ）のように、Ｒ色、Ｇ色、Ｂ色のうちいずれか一色で発光するＮ個の画
素回路２０をＸ軸方向に延在する方向に１行に並べ、このようなＲ色、Ｇ色、Ｂ色に発光
するＮ個の画素回路２０の列をＹ軸方向にストライプ状に配置しても良い。この場合、各
水平走査期間において、データ線駆動回路３２より供給される画像信号ＶＤ［ｉ］は、Ｒ
色、Ｇ色、Ｂ色のうち一色のみを表す信号となるため、画像信号ＶＤ［ｉ］の生成が容易
となる。
　また、図８（ｂ）のように、Ｒ色、Ｇ色、Ｂ色のうちいずれか一色で発光するＭ個の画
素回路２０をＹ軸方向に延在する方向に一列に並べ、このようなＲ色、Ｇ色、Ｂ色に発光
するＭ個の画素回路２０の行をＸ軸方向にストライプ状に配置しても良い。
【００４７】
　以上のように、表示装置１は、第１発光素子Ｅ１が第１画像信号ＶＤ１［ｉ、ｊ］に基
づいて第1の画像を表示し、第２発光素子Ｅ２が第２画像信号ＶＤ２［ｉ、ｊ］に基づい
て第２の画像を表示する。従って、第１の画像を観察できる領域と第２の画像を観察でき
る領域とを、光学的な手法等を用いて分離することにより、左右で異なる画像を表示でき
る２画面表示装置を実現することができる。この場合、例えば、第１の画像を観察できる
領域を観察者の右目に位置するように設定し、第２の画像を観察できる領域を観察者の左
目に位置するように設定することで、両眼で異なる画像を観察することが可能となり、３
Ｄ表示装置等を実現することができる。
【００４８】
　図９に、第１発光素子Ｅ１が表示する第１の画像と、第２発光素子Ｅ２が表示する第２
の画像とを光学的に分離する、２画面表示装置の例を示す。
　図９（ａ）は、視差バリア４０を用いて、第１発光素子Ｅ１が表示する第１の画像およ
び第２発光素子Ｅ２が表示する第２の画像を分離して表示する表示装置の断面図である。
視差バリア４０は、遮光部４１と開口部４２とを備える。開口部４２は、第１発光素子Ｅ
１および第２発光素子Ｅ２の間に配置され、第１発光素子Ｅ１の発する光のうち、左領域
ＦＬに向かう光は遮光部４１により吸収される一方、右領域ＦＲに向かう光は、開口部４
２より出射される。同様に、第２発光素子Ｅ２が発する光は、開口部４２より、左領域Ｆ
Ｌにのみ出射される。
　この場合、視差バリア４０の位置と開口部４２の位置および大きさを、右領域ＦＲおよ
び左領域ＦＬが、それぞれ観察者の右目および左目に位置するように設定することで、観
察者の観察者は右目と左目で異なる画像を観察することが可能となり、例えば、３Ｄ表示
装置が実現される。
　また、視差バリア４０の位置と開口部４２の位置および大きさを、右領域ＦＲおよび左
領域ＦＬが、異なる二人の観察者のそれぞれの位置に合致するように設定することで、表
示装置１の両側に位置する２名の観察者に対してそれぞれ異なる画像を表示可能な２画面
表示装置を実現することができる。
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【００４９】
　なお、このような２画面表示装置は、視差バリア４０の代わりにレンチキュラーレンズ
５０を用いても実現可能である。図９（ｂ）は、レンチキュラーレンズ５０を用いて第１
および第２の画像を分離する表示装置の断面を示した図である。
　レンチキュラーレンズ５０は、レンチキュラーレンズ５０を構成する各レンズを第１発
光素子Ｅ１および第２発光素子Ｅ２の間に配置し、第１発光素子Ｅ１が発する光は右領域
ＦＲに出射され、第２発光素子Ｅ２が発する光は左領域ＦＬに出射される。これにより、
右領域ＦＲおよび左領域ＦＬとで異なる画像を表示する２画面表示装置を実現できる。
【００５０】
　第１実施形態に係る表示装置１は、第１発光素子Ｅ１と第２発光素子Ｅ２を排他的に発
光させることにより、２つの異なる画像を表示するものとして説明した。しかしながら、
表示装置１が２つの異なる画像を表示する第１モードと、第１発光素子Ｅ１及び第２発光
素子Ｅ２を同時に発光させて１つの画像を表示する第２モードとを切り換え可能に構成し
てもよい。この場合、制御回路３４は、外部から供給されモードを指定するモード信号に
基づいてモードを切り替える。例えば、第１モードの場合には駆動周波数を１２０Ｈｚに
設定し、第２モードの場合には駆動周波数を６０Ｈｚに設定する。
　また、第２モードでは、電位制御回路３３で生成する第１電源電位Ｖｃｔ１［ｉ］およ
び第２電源電位Ｖｃｔ２［ｉ］の波形が、上述したように第１電位ＶＬと第２電位ＶＨと
を交互に繰り返すのではなく、常時、第１電位ＶＬに設定される。つまり、第１発光素子
Ｅ１と第２発光素子Ｅ２とを同時に発光させればよい。すなわち、電位制御回路３３は、
第１発光素子Ｅ１及び第２発光素子Ｅ２を同時に発光させる場合、選択信号により選択さ
れる走査線に対応して設けられた画素回路２０の第１対向電極２４ａに第１電源線１６ａ
を介して第１電位ＶＬを供給するとともに、第２対向電極２４ｂに第２電源線１６ｂを介
して第１電位ＶＬを供給する。また、この場合、データ線駆動回路３２から、選択信号Ｇ
［ｉ］により選択された第ｉ行の走査線１２に対応して設けられたＮ個の画素回路２０に
対して、各画素回路２０の第１発光素子Ｅ１および第２発光素子Ｅ２の階調を規定する第
３画像信号ＶＤ３［ｉ、ｊ］が供給される。
　このように、２次元表示および３次元表示の切り替えを、電位制御回路３３から出力さ
れる、第１電源電位Ｖｃｔ１［ｉ］および第２電源電位Ｖｃｔ２［ｉ］の波形を切り替え
るのみで簡便に実現することができる。
【００５１】
　第１実施形態では、１つの画素回路２０が、２つの発光素子（第１発光素子Ｅ１および
第２発光素子Ｅ２）を備える。１つの画素回路が１つの発光素子を備える従来の画素回路
に比べて、各発光素子に対するトランジスタの個数や、容量素子の個数を半分にすること
ができる。従って、表示装置１は、１つの画素回路に１つの発光素子を備える従来の表示
装置に比べて、より高精細な表示が可能であり、２画面表示装置や３Ｄ表示装置にも適し
た表示装置であるという利点を有する。
【００５２】
　また、第１実施形態では、各共通電極２２の長辺と、第１対向電極２４ａおよび第２対
向電極２４ｂの長辺とが直交するように、第１対向電極２４ａおよび第２対向電極２４ｂ
を配置する。これにより、各共通電極２２の短辺と、第１対向電極２４ａおよび第２対向
電極２４ｂの長辺とが直交するように、第１対向電極２４ａおよび第２対向電極２４ｂを
配置する場合に比べて、第１対向電極２４ａおよび第２対向電極２４ｂの短辺を長くする
ことが可能となる。従って、第１実施形態の表示装置１は、製造の簡易化、歩留まりの向
上という利点を有する。
【００５３】
　また、第１実施形態では、第１発光期間ＴＬ１は、選択信号Ｇ［ｉ］がハイレベルとな
った後、ローレベルに立ち下がる前に開始される。これにより、選択信号Ｇ［ｉ］がロー
レベルになった後も、第１画像信号ＶＤ１［ｉ，ｊ］が容量Ｃ１により正確に保持される
という利点を有する。
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　仮に、第１発光期間ＴＬ１が、選択信号Ｇ［ｉ］がローレベルに立ち下がった後に開始
される場合、第１対向電極２４ａに印加される第１電源電位Ｖｃｔ１［ｉ］は、選択信号
Ｇ［ｉ］がローレベルに立ち下がった後に、第２電位ＶＨから第１電位ＶＬに引き下げら
れることになる。この場合、第１対向電極２４ａの電位が第２電位ＶＨから第１電位ＶＬ
に引き下げられるタイミングで、容量Ｃ１に蓄積された電荷Ｑ１のうち一部が、駆動トラ
ンジスタＴｒ２のゲートおよびソース間に形成される寄生容量に移動し、第１ノードＮＤ
の電位も引き下げられるため、容量Ｃ１は第１画像信号ＶＤ１［ｉ，ｊ］を正確に保持す
ることが出来なくなる。従って、第１発光期間ＴＬ１の間、第１発光素子Ｅ１は第１画像
信号ＶＤ１［ｉ，ｊ］により規定される輝度とは異なる輝度で発光することになる。
　一方、第１実施形態では、選択信号Ｇ［ｉ］がハイレベルである間に、第１対向電極２
４ａに印加される第１電源電位Ｖｃｔ１［ｉ］を第２電位ＶＨから第１電位ＶＬに引き下
げるため、容量Ｃ１から駆動トランジスタＴｒ２の寄生容量への電荷の移動が防止され、
第１発光素子Ｅ１は、第１発光期間ＴＬ１の間、第１画像信号ＶＤ１［ｉ、ｊ］により規
定される輝度で正確に発光するという利点を有する。第２発光期間ＴＬ２は、選択信号Ｇ
［ｉ］がハイレベルとなった後、ローレベルに立ち下がる前に開始される。これにより、
第２発光素子Ｅ２が、第２画像信号ＶＤ２［ｉ、ｊ］により規定される輝度で正確に発光
することが可能になるという利点を有する。
【００５４】
＜Ｂ：第２実施形態＞
　図１０は、第２実施形態に係る、各画素回路２０と対向電極２４との配置を示したブロ
ック図である。第２実施形態の表示装置１Ａは、第１対向電極２４ａおよび第２対向電極
２４ｂの代わりに対向電極２４を備え、第１電源線１６ａおよび第２電源線１６ｂの代わ
りに電源線１６を備える点を除き、第１実施形態の表示装置１と同様に構成されている。
【００５５】
　図１０に示す通り、表示装置１Ａの各画素回路２０には、Ｙ軸と平行な長辺とＸ軸に平
行な短辺とからなる長方形の形状を有する発光層２３が形成される。
　対向電極２４は、Ｘ軸と平行な長辺とＹ軸に平行な短辺とからなる長方形の形状を有し
、隣り合う２本の走査線１２のうち一方の走査線１２に接続するＮ個の画素回路２０にそ
れぞれ備えられたＮ個の第１発光素子Ｅ１、および、隣り合う２本の走査線１２のうち他
方の走査線１２に接続するＮ個の画素回路２０にそれぞれ備えられたＮ個の第２発光素子
Ｅ２に共通するように配置される。また、各対向電極２４は互いに一定の間隔をあけて平
行に配置される。
　すなわち、表示装置１Ａでは、任意の走査線１２に対応して設けられたＮ個の画素回路
２０を第１画素回路群、当該走査線に隣り合う走査線に対応して設けられたＮ個の画素回
路２０を第２画素回路群としたとき、第１画素回路群に含まれる第１実施形態の第１対向
電極２４ａと、第２画素回路群に含まれる第１実施形態の第２対向電極２４ｂとを１本の
電極として共通に設けている。
　なお、第１行目については、第１行目の走査線１２に接続するＮ個の画素回路２０にそ
れぞれ備えられたＮ個の第１発光素子Ｅ１のみに共通するように対向電極２４が配置され
る。また、第Ｍ行目については、第Ｍ行目の走査線１２に接続するＮ個の画素回路２０に
それぞれ備えられたＮ個の第２発光素子Ｅ２のみに共通するように対向電極２４が配置さ
れる。
　これら、Ｍ＋１個の対向電極２４は、Ｍ＋１本の電源線１６により、それぞれ電位制御
回路３３に接続される。第ｉ行目の対向電極２４には、第ｉ行目の電源線１６より、電源
電位Ｖｃｔ［ｉ］が供給される。
【００５６】
　図１１は、図１０に示された表示領域１０ＡをＺ～Ｚ´で切断した断面図である。
　図１１に示すとおり、基板１９上には、各画素回路２０と１対１に対応して共通電極２
２が形成され、基板１９および共通電極２２の上に、一面にわたり発光層２３が形成され
る。発光層２３上には、対向電極２４が形成される。図１１に示すように、対向電極２４
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は、２つの隣り合う共通電極２２のうち一方の共通電極２２の一部と、２つの隣り合う共
通電極２２のうち他方の共通電極２２の一部とを覆うように形成される。各対向電極は互
いに一定の間隔をあけて配置される。
　ここで、対向電極２４および共通電極２２の間に位置する発光層２３のうち、各共通電
極２２の上には、第１発光部２３ａおよび第２発光部２３ｂの２つの発光部が形成される
。第１発光素子Ｅ１は、第１発光部２３ａと、対向電極２４および共通電極２２のうち第
１発光部２３ａに接する部分とから形成される。第２発光素子Ｅ２は、第２発光部２３ｂ
と、対向電極２４および共通電極２２のうち第２発光部２３ｂに接する部分とから形成さ
れる。なお、図示は省略するが、基板１９上には、走査線１２、データ線１４、および第
３電源線１３が形成される。
【００５７】
　図１２は、第２実施形態に係る表示装置１Ａの動作を説明するためのタイミングチャー
トである。
　第ｉ行の画素回路２０における、第１発光期間ＴＬ１［ｉ］は、第ｉ行目の電源線１６
から供給される電源電位Ｖｃｔ［ｉ］が第１電位ＶＬに設定される期間である。第１発光
期間ＴＬ１［ｉ］において、選択信号Ｇ［ｉ］がハイレベルの期間においてデータ線１４
より供給される第１画像信号ＶＤ１［ｉ、ｊ］により規定される輝度で、第１発光素子Ｅ
１が発光する。
　また、第ｉ行の画素回路２０における、第２発光期間ＴＬ２［ｉ］は、第ｉ＋１行目の
電源線１６から供給される電源電位Ｖｃｔ［ｉ＋１］が第１電位ＶＬに設定される期間で
ある。第２発光期間ＴＬ２［ｉ］において、選択信号Ｇ［ｉ］がハイレベルの期間におい
てデータ線１４より供給される第２画像信号ＶＤ２［ｉ、ｊ］により規定される輝度で、
第２発光素子Ｅ２が発光する。
　第ｉ行の画素回路２０において、第１発光期間ＴＬ１［ｉ］および第２発光期間ＴＬ２
［ｉ］は、１垂直走査期間毎に交互に排他的なタイミングで設定される。
【００５８】
　第ｉ行の画素回路２０にそれぞれ備えられたＮ個の第１発光素子Ｅ１は、第ｉ行に隣り
合う第ｉ－１行の画素回路２０にそれぞれ備えられたＮ個の第２発光素子Ｅ２と共通の対
向電極２４に接続するため、第ｉ行における第１発光期間ＴＬ１［ｉ］は、第ｉ－１行に
おける第２発光期間ＴＬ２［ｉ－１］とは同一の期間となる。
　第１発光期間ＴＬ１［ｉ］は、選択信号Ｇ［ｉ］がハイレベルに立ち上がるタイミング
よりも期間ΔＴだけ前に開始され、次に選択信号Ｇ［ｉ－１］がハイレベルに立ち上がる
タイミングよりも期間ΔＴだけ前に終了する。また、第２発光期間ＴＬ２［ｉ］は、選択
信号Ｇ［ｉ］がローレベルに立ち下がるタイミングよりも期間ΔＴだけ前に開始され、次
に選択信号Ｇ［ｉ］がハイレベルに立ち上がるタイミングよりも期間ΔＴだけ前に終了す
る。このように第１発光期間ＴＬ１［ｉ］および第２発光期間ＴＬ２［ｉ］を設定するこ
とで、各行の第１発光素子Ｅ１が第１画像信号ＶＤ１［ｉ、ｊ］により規定される輝度で
発光するとともに、各行の第２発光素子Ｅ２が第２画像信号ＶＤ２［ｉ、ｊ］により規定
される輝度で発光することが可能となる。
【００５９】
　図１２に示すタイミングチャートに従って表示装置１Ａが動作を行う場合、第ｉ行の画
素回路２０における第１発光素子Ｅ１は、選択信号Ｇ［ｉ］がハイレベルに立ち上がる前
の期間ΔＴにおいて、本来の第１画像信号ＶＤ１［ｉ、ｊ］で規定される輝度とは異なる
、第２画像信号ＶＤ２［ｉ、ｊ］により規定される輝度で発光する。しかし、この期間Δ
Ｔは１水平走査期間よりも短い期間であり、第１発光素子Ｅ１が第１画像信号ＶＤ１［ｉ
、ｊ］により規定される輝度で発光する期間に比べた場合には無視できる程度に短いため
、事実上、第１発光素子Ｅ１は、第１画像信号ＶＤ１［ｉ、ｊ］により規定される輝度で
発光可能となる。
【００６０】
　なお、この期間ΔＴは、第ｉ－１行目の画素回路２０における第２発光素子Ｅ２が、選
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択信号Ｇ［ｉ－１］により選択され、データ線１４より第２画像信号ＶＤ２［ｉ－１、ｊ
］の供給を受ける期間でもある。
　前述のとおり、第ｉ－１行目の画素回路２０における第２発光素子Ｅ２が、第２画像信
号ＶＤ２［ｉ－１、ｊ］により規定されている輝度で正確に発光するためには、選択信号
Ｇ［ｉ－１］がローレベルに立ち下がる前に第２発光期間ＴＬ２［ｉ－１］を開始する必
要がある。そして、第ｉ－１行目の画素回路２０における第２発光素子Ｅ２は、第ｉ行の
画素回路２０における第１発光素子Ｅ１と共に、第ｉ行目の対向電極２４に接続されてい
るため、第２発光期間ＴＬ２［ｉ－１］は、電源電位Ｖｃｔ［ｉ］が第１電位ＶＬに設定
されている期間となる。従って、選択信号Ｇ［ｉ－１］がローレベルに立ち下がるよりも
期間ΔＴだけ先行したタイミング（すなわち、選択信号Ｇ［ｉ］がハイレベルに立ち上が
るよりも期間ΔＴだけ先行したタイミング）で電源電位Ｖｃｔ［ｉ］を第１電位ＶＬに引
き下げ、第２発光期間ＴＬ２［ｉ－１］および第１発光期間ＴＬ１［ｉ］を同時に開始さ
せる。
【００６１】
　図１３は、第３実施形態の表示装置１Ａにおける表示領域１０Ａの発光パターンを表し
た図である。
　表示領域１０Ａは、奇数フレームでは、奇数行（例えば、第ｉ行）に位置する画素回路
２０の第１発光素子Ｅ１および偶数行（例えば、第ｉ－１行）に位置する画素回路２０の
第２発光素子Ｅ２が、それぞれ第１画像信号ＶＤ１［ｉ、ｊ］と第２画像信号ＶＤ２［ｉ
－１、ｊ］とに基づいて、１水平期間毎に順次、交互に発光する。また、偶数フレームで
は、奇数行（例えば、第ｉ行）に位置する画素回路２０の第２発光素子Ｅ２および偶数行
（例えば、第ｉ－１行）に位置する画素回路２０の第１発光素子Ｅ１が、それぞれ第２画
像信号ＶＤ２［ｉ、ｊ］と第１画像信号ＶＤ１［ｉ－１、ｊ］とに基づいて、１水平期間
毎に順次、交互に発光する。すなわち、第３実施形態の表示装置１Ａは、奇数フレームに
おいても、偶数フレームにおいても、第１画像信号ＶＤ１［ｉ、ｊ］および第２画像信号
ＶＤ２［ｉ－１、ｊ］の双方に基づいた画像を表示させる。
【００６２】
　なお、図１３（ａ）のように、Ｒ色、Ｇ色、Ｂ色のうちいずれか一色で発光するＮ個の
画素回路２０をＸ軸方向に延在する方向に１行に並べ、このようなＲ色、Ｇ色、Ｂ色に発
光するＮ個の画素回路２０の列をＹ軸方向にストライプ状に配置しても良い。この場合、
各水平走査期間において、データ線駆動回路３２より供給される画像信号ＶＤ［ｉ］は、
Ｒ色、Ｇ色、Ｂ色のうち一色のみを表す信号となるため、画像信号ＶＤ［ｉ］の生成が容
易となる。
　また、図１３（ｂ）のように、Ｒ色、Ｇ色、Ｂ色のうちいずれか一色で発光するＭ個の
画素回路２０をＹ軸方向に延在する方向に一列に並べ、このようなＲ色、Ｇ色、Ｂ色に発
光するＭ個の画素回路２０の行をＸ軸方向にストライプ状に配置しても良い。
【００６３】
　第２実施形態は、第１実施形態等のように各行の画素回路２０に対して第１対向電極２
４ａおよび第２対向電極２４ｂの２個の対向電極を備える代わりに、１個の対向電極２４
を備える。これにより、第１実施形態の第１対向電極２４ａおよび第２対向電極２４ｂに
比べて、対向電極２４の短辺を約２倍程度長くすることが可能となる。従って、第３実施
形態の表示装置１Ａは、製造の容易化、歩留まりの向上という利点を有する。
　また、対向電極２４は、第１対向電極２４ａおよび第２対向電極２４ｂに比べて、面積
が広いため、インピーダンスを下げることが可能となる。従って、第２実施形態の表示装
置１Ａは、低消費電力化を可能にするという利点を有する。
【００６４】
＜Ｃ：変形例＞
　本発明は上述した実施形態に限定されるものではなく、例えば以下の変形が可能である
。
（１）変形例１
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　上述した第１実施形態および第２実施形態においては、各画素回路２０は、一方の電極
が第１ノードＮＤに電気的に接続され、他方の電極が第３電源線１３に電気的に接続され
る容量Ｃ１を備える。しかし、本発明はこのような形態に限定されるものではなく、画素
回路２０の代わりに、図１４に示す画素回路２０Ａを用いても良い。
　画素回路２０Ａは、容量Ｃ１備える代わりに、一方の電極が第１ノードＮＤに電気的に
接続され、他方の電極が駆動トランジスタＴｒ２のソースと共通電極２２との間に位置す
る第２ノードＮＤ２に電気的に接続される容量Ｃ２を備える。画素回路２０Ａは、データ
線１４より供給される画像信号ＶＤ［ｉ、ｊ］を容量Ｃ２によって保持し、選択信号Ｇ［
ｉ］がローレベルになった後も、容量Ｃ２より供給される画像信号ＶＤ［ｉ、ｊ］に基づ
いた輝度で第１発光素子Ｅ１および第２発光素子Ｅ２が発光する。
【００６５】
　また、図示は省略するが、画素回路２０のように、容量Ｃ１または容量Ｃ２のような容
量素子により画像信号ＶＤ［ｉ，ｊ］を保持するのではなく、駆動トランジスタＴｒ２の
ゲートおよびソース間に形成される寄生容量によって画像信号ＶＤ［ｉ，ｊ］を保持して
も良い。
【００６６】
（２）変形例２
　上述した第１実施形態においては、第１対向電極２４ａは第１電源線１６ａを介して電
位制御回路３３に電気的に接続し、第２対向電極２４ｂは第２電源線１６ｂを介して電位
制御回路３３に電気的に接続しているが、本発明はこのような形態に限定されるものでは
ない。すなわち、第１電源線１６ａの一部または全部を第１対向電極２４ａにより構成し
てもよい。また、第２電源線１６ｂの一部または全部を第２対向電極２４ｂにより構成し
てもよい。
　第１電源線１６ａの全部を第１対向電極２４ａで構成し、第２電源線１６ｂの全部を第
２対向電極２４ｂで構成する場合、第１対向電極２４ａおよび第２対向電極２４ｂを電位
制御回路３３まで伸ばし、その端部にてスルーホール等の接続部を構成して電位制御回路
３３の出力段のトランジスタと電気的に接続すればよい。この場合、表示領域１０には、
合計２Ｍ本の第１電源線１６ａおよび第２電源線１６ｂを形成する必要が無いため、製造
工程の簡易化、歩留まり向上が可能になるという利点を有する。
【００６７】
　同様に、上述した第２実施形態においては、対向電極２４は電源線１６を介して電位制
御回路３３に電気的に接続しているが、本発明はこのような形態に限定されるものではな
い。すなわち、上述した変形例と同様に電源線１６の一部または全部を対向電極２４によ
り構成してもよい。電源線１６の全部を対向電極２４で構成する場合、対向電極２４は直
接電位制御回路３３に接続される。この場合も、表示領域１０Ａには、Ｍ＋１本の電源線
１６を形成する必要が無いため、製造工程の簡易化、歩留まり向上が可能になるという利
点を有する。
【００６８】
（３）変形例３
　上述した第１実施形態、第２実施形態、および、第３実施形態においては、第1発光素
子Ｅ１および第２発光素子Ｅ２は、各画素回路２０において、Ｙ軸に沿った方向に並ぶよ
うに配置されているが、本発明はこのような形態に限定されるものではない。
　すなわち、図１５に示すとおり、各画素回路２０において、第1発光素子Ｅ１および第
２発光素子Ｅ２を、Ｘ軸に沿った方向に並ぶように配置してもよい。
　この場合、第１対向電極２４ａおよび第２対向電極２４ｂは、各画素回路２０にそれぞ
れ個別に形成される。また、第１電源線１６ａは、同一の走査線１２に接続するＮ個の画
素回路２０に備えられたＮ個の第１対向電極２４ａと接続するように、Ｍ本の走査線１２
に対をなしてＭ本配置される。同様に、第２電源線１６ｂは、同一の走査線１２に接続す
るＮ個の画素回路２０に備えられたＮ個の第２対向電極２４ｂと接続するように、Ｍ本の
走査線１２に対をなしてＭ本配置される。
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＜Ｄ：応用例＞
　次に、以上の各態様に係る表示装置１を利用した電子機器について説明する。図１６な
いし図１８には、表示装置１を表示装置として採用した電子機器の形態が図示されている
。
　図１６は、表示装置１を採用したＨＭＤ（Head Mounted Display）１０００の構成を示
す断面図である。ＨＭＤ１０００は、第１の画像１００２Ｌおよび第２の画像１００２Ｒ
を表示する表示装置１、第１の画像１００２Ｌを観察者の左目へと導く導光板１００１Ｌ
、第２の画像１００２Ｒを観察者の右目へと導く導光板１００１Ｒ、およびフレーム１０
０３を具備する。ＨＭＤ１０００は、３Ｄ表示装置としても活用することができる。
　ＨＭＤ１０００は表示装置１を採用することで、第１の画像１００２Ｌおよび第２の画
像１００２Ｒをそれぞれ異なる表示装置で表示するのではなく、１つの表示装置１により
表示するため、装置の小型化および軽量化が可能になるという利点を有する。
【００７０】
　図１７は、表示装置１を採用したモバイル型のパーソナルコンピュータの構成を示す斜
視図である。パーソナルコンピュータ２０００は、各種の画像を表示する表示装置１と、
電源スイッチ２００１やキーボード２００２が設置された本体部２０１０とを具備する。
【００７１】
　図１８は、表示装置１を適用した携帯電話機の構成を示す斜視図である。携帯電話機３
０００は、複数の操作ボタン３００１およびスクロールボタン３００２と、各種の画像を
表示する表示装置１とを備える。スクロールボタン３００２を操作することによって、表
示装置１に表示される画面がスクロールされる。
【００７２】
　なお、本発明に係る表示装置１が適用される電子機器としては、図１６から図１８に例
示した機器のほか、カーナビゲーション装置、デジタルスチルカメラ、テレビ、ビデオカ
メラ、ページャ、電子手帳、電子ペーパー、電卓、ワードプロセッサ、ワークステーショ
ン、テレビ電話、ＰＯＳ端末、プリンタ、スキャナ、複写機、ビデオプレーヤ、タッチパ
ネルを備えた機器等などが挙げられる。
【符号の説明】
【００７３】
　１…表示装置、１２…走査線、１３…電源線、１４…データ線、１６ａ…第１電源線、
１６ｂ…第２電源線、２０…画素回路、２３…発光層、２４ａ…第１対向電極、２４ｂ…
第２対向電極、３０…駆動回路、３１…走査線駆動回路、３２…データ線駆動回路、３３
…電位制御回路、３４…制御回路、Ｃ１…容量、Ｅ１…第１発光素子、Ｅ２…第２発光素
子、Ｇ［ｉ］…選択信号、ＮＤ…第１ノード、Ｔｒ１…選択トランジスタ、Ｔｒ２…駆動
トランジスタ、ＶＤ［ｉ、ｊ］…画像信号、ＶＬ…第１電位、ＶＨ…第２電位、Ｖｃｔ１
［ｉ］…第１電源電位、Ｖｃｔ２［ｉ］…第２電源電位。
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】

【図８】 【図９】
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【図１０】 【図１１】

【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】

【図１８】
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